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【背景】 

今回、比内地鶏においてコクシジウム対策を実施した背景は 3つある。 

１． 比内地鶏飼育の特徴 

比内地鶏は飼育期間が 150 日あり、ブロイラーや他地域のブランド地鶏に比べ非常に

長い期間飼育するため、より多くのリスクに直面する（ 図－1）。また、雛の導入につい

ては初生で導入する場合と、中雛 28日齢）で導入する場合がある。中雛導入では雛の

死亡事故が少ない、ワクチン投与など一連のプログラムが終わっている、ブルーダーな

ど雛育成の設備が必要ないというメリットがある一方で、デメリットとして初生導入に

比べ導入経費が高く、導入初期に事故が起きた場合の損失が大きいことがある(表－1)。 

各農家は管理方法に合わせ導入雛を選択するが、出荷率・と体重を上げるために中雛

導入を選択するようである。 

 

２． 比内地鶏の出荷成績 

管内 T農協の中雛導入農家は K農協の初生導入農家に比べ出荷成績が不良であり、出

荷率向上に向けた取組が必要である 表－2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－1 初生導入と中雛導入 

150日 比内地鶏 

他地域のブランド地鶏 50日 

ブロイラー 
43～47日 

図－1 比内地鶏の飼育期間 



 

３． 鶏病性鑑定成績 

令和元年から令和 6年における当所の比内地鶏の病性鑑定成績の内訳を示す。比内地

鶏の死因として、コクシジウム病が 33％にあたり、損失の大部分を占めている可能性

がある（ 図－2）。コクシジウム病は鶏糞中のオーシストを経口摂取することにより感染

し、発症鶏では下痢・血便等を呈し、死亡することもある。コクシジウム病の発生を防

止するため、農家に対し導入前に鶏舎の清掃・消毒や敷料の交換を実施するよう指導し

ているが、中雛導入の場合、鶏が導入時にすでにオーシストを保有しているため、対策

に苦慮している。 

平成27年から令和6年までの病性鑑定成績に基づくコクシジウム病発症日齢を示す。

発症日齢は 30 日齢から 70 日齢までで全体の 6割以上を占めており、中雛導入農家の出

荷率低下の要因として、コクシジウム病が関与していると考えられる 図－3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2 図－3 

表－2 管内農協における平均出荷率及びと体重 

コクシジウム病
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その他

67%
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【新築鶏舎でのコクシジウムモニタリング】 

コクシジウム対策の前段階として、コクシ

ジウム病の浸潤状況を調査するため T 農協

で新たに建設した鶏舎で中雛導入以降、8月

から 9月にモニタリングを行った。 

調査では 2 鶏舎を対象とし、1 鶏舎あた

り鶏舎に落下している盲腸便を 10 検体採

取し、Oリング法にて糞便 1g あたりのオー

シスト数 以下 OPG）を計測した。なお、当

該鶏舎敷地では鶏を飼養したことがなく、

鶏舎はコクシジウムに汚染されていないと

考えられる。 

中雛導入の場合、導入元の農場において

表で示すワクチン・薬剤を投与後に導入す

る。コクシジウム対策として導入前 3日間、

サルファ剤による駆虫を実施している 表

－3）。先述の新築鶏舎の中雛も同様にサル

ファ剤投与後に導入している。なお、コクシ

ジウムワクチンは投与していない。 

 図－4 に新築鶏舎でのモニタリング結果

を示す。2 鶏舎とも 56 日齢以降オーシスト

が検出されており、鶏舎環境を考慮すると、

導入鶏舎での感染ではなく、鶏群がオーシス

トを保有しているものと考えられる。 

 

【コクシジウム制御のための課題】 

コクシジウムを制御するにあたり以下の 2つの課題がある。 

１． ワクチン 

 比内地鶏において通常使用されているコクシジウムワクチンには、弱毒 3価生ワク

チン 以下、TAM）と弱毒生ワクチン 以下、Neca）の 2 種類がある。両ワクチンと

も使用説明書には 3 日齢から 6 日齢まで Neca は 4 週齢まで）で投与するよう記載

されており、初生導入農家ではワクチン投与により発症予防が可能で使用している農

家もある。一方、中雛導入農家では用法から日齢がはずれていることからワクチンを

使用せず、サルファ剤による駆虫を実施し、コクシジウムを制御しているのが現状で

ある。 

表－3 中雛導入の際の導入元農場における

ワクチン等プログラム 

図－4 

コクシジウム非汚染農場におけるOPGの推移 



２． 糞便検査の効率化 

 O リング法により糞便中のオーシス

ト数を計測する場合、糞便の採材・計量

など多検体を処理する際には作業負担

が大きいことから、糞便採取量の指標

を作成し検査の効率化を図った 図－

5）。メリットとして、①検査を実施す

る家保職員の作業負担の軽減だけで

なく、②農協担当者など関係者の採材が可能となること、③生産者が自ら採材し、検

査を依頼できることがある。 

 

【中雛のコクシジウムワクチン投与試験】 

 これまでの背景および課題を受け、管内で中雛導入後にコクシジウム病の発生が多

い農家 2戸を対象として、ワクチンによる発症予防効果について検証した。 

 A（ ワクチン投与群）と B（ ワクチン非投与群）を設け、Aは導入後 8日で TAM を投

与した。2農場とも 8月から 9月の導入前 3日間、サルファ剤を投与している（ 図－

6）。各群 1鶏舎を対象とし、落下盲腸便について糞便採取量の指標をみながらスワブ

で 0.1g とり、遠沈管に保管し、当所で Oリング法にて OPG を計測した。 

  

 

図－7にモニタリング結果を示す。ピーク時の OPG 平均を比較すると、A（ TAM 投与

群）が 4,440、B TAM 非投与群）が 13,850 であり、A は B と比べ全体として OPG が

低値で推移している。TAM 投与により OPG が減少し、発症を予防したと推察する。さ

らに、Aの見込み出荷率は 99.8%と良好であった。 

 

 

図－5 簡易採材による盲腸便採取量のガイド 

図－6 A・B 群におけるコクシジウム対策日齢と採材日 



【TAM 投与群より採取した Eimeria（spp.の種同定】 

 ワクチン投与農場において、浸潤しているコクシジウ

ム種を調査した。顕微鏡による形態観察のみではコクシ

ジウム種の同定は困難であることから、リアルタイム

PCR による種同定を実施した 図－8）。 

 検査ではワクチン投与群のOPG計測後の糞液4検体を

サンプルとして、試薬と、プライマーとして

E.acervulina、E.brunetti、E.maxima、E.necatrix、

E.tenella の 5種類を用いた。オーシストをビーズショ

ッカーで破砕した後、自動核酸抽出装置により DNA を

抽出し、リアルタイム PCR を実施した 図－9）。 

 表－4にリアルタイム PCR 結果を示す。4検体につい

てコクシジウム種ごとに遺伝子検出の有無を示してい

る。今回検査したコクシジウム 5 種すべてで遺伝子陽

性 と な っ た 。 ワ ク チ ン 投 与 済 み の 3 種

 E.acervulina(EA)、E.maxima(EM)、E.tenella(ET)）

についても検出された。 
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図－8 コクシジウムオーシスト 
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図－7 

OPG平均 

4,440 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 

 今回用いたコクシジウムワクチン（ TAM）の用

法には 3日齢から 6日齢で投与とあるが、中雛

導入後 36 日齢）であってもオーシスト数の減

少およびコクシジウム病発症予防に効果があ

ると推察された。TAM 投与群においても EA、EM、

ET 遺伝子が検出されたのは、一部の鶏がワクチ

ンによる免疫を獲得できず、野外株に寄生され

ている可能性がある。また、鶏群内に

E.brunetti、E.necatrix が浸潤していると考え

られた 図－10）。 

 

【今後の展望】 

 今回の結果を踏まえ、今後中雛導入農家に対

してコクシジウムワクチンの投与指導を行う

とともに、ワクチン投与済みの農家ではリアル

タイム PCR を活用しながら必要に応じ使用す

るワクチンの種類の追加・変更も検討する。さ

らに、初生で TAM ワクチン投与済の中雛の出荷

を導入元に働きかけることも検討する 図－

11）。 

 以上の取組により、比内地鶏でのコクシジウム病による損失を減らし、出荷成績の

向上につなげるとともに、抗生物質を極力使用しない安全な比内地鶏の生産に寄与し

たい。 
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表－4 リアルタイム PCR を用いて糞便中に検出された Eimeria.spp 
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